
27・8・1511
 　

基
礎
か
ら
陶
芸
の
魅
力
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
作
陶
か
ら
本
焼

き
、
窯
出
し
ま
で
を
体
験
し
、
作

る
喜
び
と
感
動
を
味
わ
え
ま
す
。

と
き
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館

講　

師　

松
本
芳
実
さ
ん
（
陶
芸

家
）

対　

象　

市
内
在
住
で
全
日
程
参

加
で
き
る
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２４

参
加
費　

５
千
円
（
材
料
費
）

申　

込　

８
月　

日
（
必
着
）
ま

３１

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
緑
分
館

「
陶
芸
入
門
教
室
係
」
（
〒　

儿
１８４

０
０
０
３
緑
町
３
儿
３
儿　

☎　
２３

０４２

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ
。

３８７

  　

工
学
分
野
に
お
け
る
未
来
の
技

術
に
関
す
る
話
を
聴
き
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

学
び
・
く
ら
し

成
人
大
学

〈
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
の
未

来
を
考
え
る
〉

て
い
く
の
か
を
学
び
、
想
像
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

①
９
月
５
日
②　

日
③

１２

　

日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　

時

１９

１０

～
正
午
（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

東
京
農
工
大
学
科
学
博

物
館
３
階
講
堂

内
容
・
講
師

①　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
儿
木
材
生
産
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
＝
岩
岡
正
博
さ
ん

（
同
大
学
准
教
授
）

②　

小
水
力
発
電
の
利
用
と
地
域

の
活
性
化
＝
亀
山
秀
雄
さ
ん

（
同
大
学
名
誉
教
授
）

③　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
促
す
賢
い
電
気
の
使
い
方

と
は
？
＝
池
上
貴
志
さ
ん
（
同

大
学
准
教
授
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
高
校
生
世
代
以
上
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

７０

申　

込　

８
月　

日
か
ら
、
電
話

１７

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
緑
分
館

（
☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ
。

０４２

３８７

〈
江
戸
か
ら
明
治
へ
儿 

激
流
を
支
え
た
人
間
力
〉

　

江
戸
か
ら
明
治
へ
の
変
革
期
、

時
代
の
激
流
を
支
え
力
強
く
推
進

し
た
熱
い
人
間
力
、
そ
の
背
景
を

学
び
、
今
日
の
私
た
ち
の
生
き

方
、
人
間
ら
し
さ
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

と
き
・
内
容　

９
月　

日
＝
幕
末

１０

期
の
人
間
模
様
、　

日
＝
江
戸
の

２４

教
育
力
、　

月
１
日
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

１０

河
ド
ラ
マ
に
見
る
明
治
維
新
、
い

ず
れ
も
木
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学
Ｓ　

教
４１０

室講　

師　

大
石
学
さ
ん
（
同
大
学

教
授
）

対
象
・
定
員　

市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
方
＝　

人
、
市
外
在

１８０

住
の
方
＝　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

８
月　

日
か
ら
、
電
話

１７

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
本
館
（
☎

　

儿　

儿
１
１
８
４
）
へ
。

０４２

３８３

 
と　

き　

９
月
３
日
、　

日
、　
１０

２４

日
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前　

時
～

１０

正
午
（
９
時　

分
開
場
。
全
３

３０

回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ａ
・
Ｂ

講　

師　

津
田
慶
治
さ
ん
（
日
本

国
際
戦
略
問
題
研
究
所
所
長
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

５０

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 　

江
戸
時
代
の
娯
楽
的
文
芸
で
あ

っ
た
江
戸
川
柳
か
ら
、
江
戸
に
暮

ら
す
人
々
の
生
活
を
ひ
も
解
き
ま

す
。

と
き
・
内
容　

９
月　

日
＝
初
め

１１

て
の
江
戸
川
柳
、　

日
＝
川
柳
に

１８

見
る
江
戸
の
四
季
、　

日
＝
川
柳

２５

に
見
る
江
戸
の 
生  
業 
、
い
ず
れ
も

な
り 
わ
い

金
曜
日
午
前　

時
～
正
午
（
全
３

１０

回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
南
分
館
学

習
室
Ａ
・
Ｂ

講　

師　

小
栗
清
吾
さ
ん
（
江
戸

川
柳
研
究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

申　

込　

８
月　

日
か
ら
、
電
話

１７

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
南
分

館
（
☎　

儿　

儿
１
１
６
８
）へ
。

０４２

３８３

 　

土
づ
く
り
か
ら
野
菜
の
収
穫
、

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
ま
で
を
体
験
し

な
が
ら
、
循
環
型
社
会
を
学
び
ま

せ
ん
か
。
（
全
３
回
）

と
き
・
内
容

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

環
境
問
題
を
通
じ
て
見
え

て
く
る
日
本
の
過
去
・
現

在
・
未
来

市
民
講
座

江
戸
川
柳
か
ら
見
る

江
戸
庶
民
の
暮
ら
し

循
環
型
社
会
体
験

（
エ
コ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
）
教
室

①　

９
月　

日
（
土
）
午
前　

時

１９

１０

～
正
午
＝
畑
の
土
作
り
（
市
内

で
出
た
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
で
き
た 
堆 
肥
を
使
用
）

た
い

②　

９
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２６

１０

～
正
午
＝
種
ま
き

③　
　

月　

日
（
土
）
午
前
８
時

１１

２１

　

分
～
午
後
１
時
＝
野
菜
の
収

３０穫
、
ご
み
を
出
さ
な
い
エ
コ
ク

ッ
キ
ン
グ

と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学
環
境
教

育
実
践
施
設
内
実
験
圃
場
（
貫
井

北
町
４
儿
１
儿
１
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

定　

員　

各
回　

人
（
申
込
順
）

２５

そ
の
他　

▽
雨
天
延
期　

▽
③
の

日
程
は
、
野
菜
の
生
育
状
況
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
各
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。

申　

込　

８
月　

日
か
ら
、
電
話

１７

ま
た
は
直
接
、
ご
み
対
策
課
清
掃

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ
。

３８７

 　
　

年
の
歴
史
を
持
つ
江
戸
糸
あ

３８０
や
つ
り
人
形
結
城
座
に
伝
わ
る
も

う
一
つ
の
伝
統
芸
能
「
江
戸
写
し

絵
」
と
人
形
た
ち
の
饗
宴
で
す
。

　

何
百
枚
も
の
極
彩
色
の
ガ
ラ
ス

絵
が
色
鮮
や
か
に
写
し
出
さ
れ
る

ち
ょ
っ
と
怖
く
て
楽
し
い
幻
想
的

な
結
城
座
版
賢
治
ワ
ー
ル
ド
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月　

日
（
金
）
午
後

１８

７
時
（
６
時　

分
開
場
）

３０

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
小
ホ
ー
ル

演　

目　

第
一
部
＝
賢
さ
ん
の
ト

ラ
ン
ク
、
第
二
部
＝
注
文
の
多
い

料
理
店

定　

員　
　

人
１５０

費　

用　

一
般
２
千
円
、
小
学
生

江
戸
文
化
体
験
事
業　

結
城
座　

宮
沢
賢
治
の
写

し
絵
劇
場

儿
注
文
の
多
い
料
理
店

以
下
千
円　

そ
の
他　

▽
３
歳
以
下
の
お
子
さ

ん
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
▽
一
部

英
語
に
よ
る
解
説
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
、
（
公
財
）

江
戸
糸
あ
や
つ
り
人
形
結
城
座
、

ま
た
は
直
接
、
同
ホ
ー
ル
２
階
チ

ケ
ッ
ト
デ
ス
ク
へ
。

問
合
先　

公
演
の
内
容
に
つ
い
て

＝
（
公
財
）
江
戸
糸
あ
や
つ
り
人

形
結
城
座
（
☎　

儿　

儿
９
７
５

０４２

３２２

０
＝
月
曜
～
金
曜
日
午
前　

時
～

１０

午
後
６
時
）
、
江
戸
文
化
体
験
事

業
に
つ
い
て
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
課
文
化
推
進
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
９
２
３
）

 
]

 　

江
戸
落
語
の
本
道
を
ゆ
く
、
落

語
会
最
大
門
派
柳
家
。
そ
の
柳
家

を 
牽 
引
す
る
三
看
板
の
競
演
。
新

け
ん

春
ら
し
く
華
や
か
な
色
物
（
曲
ご

ま
）
も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と　

き　

平
成　

年
１
月　

日

２８

１７

（
日
）
午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ　

同
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

出　

演　

柳
家
小
さ
ん
、
柳
家
さ

ん
喬
、
柳
家
権
太
楼
、
三
増
紋
之

助
（
曲
ご
ま
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）　

３０

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

一
般
３
千　
５００

円
、
学
生
２
千
円

そ
の
他　

▽
重
複
応
募
や
記
入
事

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

こ
が
ね
い
落
語
特
選

新
春　

柳
家
三
羽
烏
儿
そ
の

粋
と
笑
い　

市
内
先
行
受
付

項
不
備
、
指
定
期
間
外
到
着
の
申

込
は
無
効
で
す
。
▽
座
席
位
置
の

指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
友
の
会

の
割
引
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
一
般
発
売
日
は
８
月　

日
３０

（
日
）
か
ら
で
す
。
▽
未
就
学
児

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

申　

込　

８
月　

日
～　

日
（
必

１７

２１

着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
公
演

名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数
（
１

人
２
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
（
市

内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
名

ま
た
は
学
校
名
）
を
明
記
し
、
小

金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
「
市
内

先
行
チ
ケ
ッ
ト
係
」
（
〒　

儿
０

１８４

０
０
４
本
町
６
儿　

儿　

☎　

儿

１４

４５

０４２

　

儿
８
０
９
９
）
へ
。

３８０
  　

家
庭
の
生
ご
み
を
良
質
の 
堆 
肥

た
い

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
法
を

紹
介
し
ま
す
。
畑
や
庭
の
な
い
方

で
も
手
軽
に
実
践
で
き
ま
す
。  

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
経
験
者

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）
午
後

１２

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
南
分
館
学

習
室
A
・
B

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

教
室
終
了
後
、
希
望
者

に
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
（
バ
ケ

ツ
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申　

込　

８
月　

日
か
ら
、
電
話

１７

家
庭
で
で
き
る
生
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
教
室

鈴木亜由子選手が世界陸上に出鈴木亜由子選手が世界陸上に出場場
ま
た
は
直
接
、
ご
み
対
策
課
清
掃

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ
。

３８７

 　
　

月
４
日
（
日
）
午
後
１
時　

１０

３０

分
～
４
時
に
小
金
井　

宮
地
楽
器

ホ
ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
）
ス
ペ
ー
ス
Ｎ
で
開
催
さ
れ

る
小
金
井
市
民
文
化
祭
俳
句
大
会

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

投　

句　

兼
題
自
由
。
２
句
１

組
。
１
人
何
組
で
も
可

投
句
料　

１
組
に
つ
き
千
円

表　

彰　

▽
市
長
賞　

▽
優
秀
賞

▽
特
選
賞
＝
特
別
選
者
に
よ
り
選

出　

▽
入
選
＝
投
句
し
た
方
全
員

で
選
句
の
上
位　

人
２０

申　

込　

９
月
４
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
現
金
書
留
で
投
句
料
を
添

え
て
、
俳
句
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
俳
句
連
盟
・

池
田
洸
星
（
〒　

儿
０
０
０
２
梶

１８４

小
金
井
市
民
文
化
祭

俳
句
大
会
作
品
募
集

野
町
４
儿
１
儿
５
㈱
ア
ル
タ
ス
内

☎
０
４
２
２
儿　

儿
１
３
６
１
）

５２

へ
。

 　

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
本
を
持
参

し
、
そ
の
本
に
つ
い
て
１
人　

分
１０

以
内
で
紹
介
し
た
あ
と
、
参
加
者

全
員
で
感
想
を
共
有
す
る
読
書
会

で
す
。

と　

き　

９
月
５
日
（
土
）
午
前

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ｃ
・
Ｄ

テ
ー
マ　

秋

定　

員　

紹
介
者
８
人
（
申
込

順
）、観
覧
者　

人（
当
日
先
着
順
）
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内　容時　間日　程

作陶１３：３０～１５：３０９／２４～１１／５
の毎週木曜日

窯詰め１３：３０～１５：３０１１／１１（水）
窯出し、釉掛け１２：３０～１５：３０　／１９（木）

窯詰め１３：３０～１５：３０　／２５（水）
本焼き１３：３０～１５：３０　／２６（木）
窯出し１２：３０～１５：３０１２／３（木）

　８月２２日（土）から中国の 北京 で行われる第１５回世界陸上競技選手権
ぺきん

大会の女子５,０００ｍ日本代表選手に、市内在住の鈴木亜由子選手（日本
郵政グループ女子陸
上部）が選出されま
した。
　７月７日に市長を
表敬訪問し、大会に
向けての抱負などを
話してくれました。
　８月２７日（木）に
行われる予選、３０日
（日）の決勝で鈴木
選手が活躍できるよ
う応援しましょう。
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